決　議
　北陸新幹線は、高速交通体系の中軸として国土の均衡ある発展に不可欠なものであり、沿線地域の飛躍的な発展を図るうえで極めて大きな効果をもたらすものである。
　　また、東海道新幹線の代替補完機能を有するとともに、日本海国土軸の形成に必要不可欠な国家プロジェクトであることから、東京・大阪間の全線を早期に整備する必要がある。
ついては、沿線住民の長年の悲願である北陸新幹線の全線整備が一日も早く実現されるよう、次の事項について格段の配慮をされるよう要望する。
１　平成１９年１２月の政府・与党整備新幹線検討委員会における合意事項を踏まえ、さらなる新幹線整備の促進のため、必要な新たな財源を確保され、整備スキームを直ちに見直すこと。

２　事業を積極的に推進するため、公共事業費の重点配分などにより建設財源を確保すること。

３　金沢までの開業が一日も早く実現するよう長野から白山総合車両基地までの整備を促進すること。

４　白山総合車両基地から敦賀までの工事実施計画の一括認可及び早期整備を図ること。

５　大阪までの整備方針の明確化を図ること。
６　都市計画事業との整合性を図るため、早期に駅整備事業などを推進すること。

７　地方負担については、沿線の地方自治体に過度の負担が生じないよう、国家プロジェクトにふさわしい十分な財政措置を講じること。
８　並行在来線存続のため、現行「政府・与党申合せ」を見直して新たな仕組みを早急に講ずるとともに、既に経営が分離されている第３セクターへの経営支援のあり方（維持経費の助成措置、線路使用料対象経費等の見直し、税制上の優遇措置など）を早急に検討すること。

以上、決議する。

    平成２０年６月１２日

北陸新幹線建設促進大会







